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論 文 内 容 の 要 旨
本論文では次の2点 を研究の全体的な 目的とした。(1>コミュニケーシ ョン障害 について,象 徴
機能 という視点か ら障害の構造を解明すること,(2)象徴 を操作する能力を補償す るためにいかな
るアプローチが有効であるかを明 らかにす ること。
第1章 では,象 徴機能 とその障害,及 びジェスチャー訓練 に関する文献的研究 を行った。
第2章 では,失 語症者に対す るジェスチャーの活用効果,ジ ェスチ ャー障害の構造 と機序,ジ
ェスチャーの改善過程 について解明することを目的とした臨床的研究を行った。第1節 の事例は
ジェスチ ャーを表出 し,それ を手掛か りとして音声言語 を表出するというス トラテジーを獲得 し,
その結果,ジ ェスチ ャーが音声言語機能の再構成の土台 となる可能性が示唆された。第2節 の事
例か らは,ジ ェスチ ャー表出が動詞表出を促進する効果 を持つ可能性が示唆された。
第3節 と第4節 では,ジ ェスチャー表出も困難 となっている失語症者に対するコミュニケー シ
ョン支援方法 として ジェスチ ャーを活用することを目的とした臨床的研究 を行った。その結果,
ジェスチャー能力は訓練によって改善 しうることが明 らか となった。 また,失 語症者のジェスチ
ャー障害は失行の問題だけで説明 しきれず,表 現のプランニングに関わる象徴機能の問題である
可能性が示唆された。
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第5節 では,5例 の全失語症 の患者を対象としてジェスチャー訓練 を実施 し,効 果について検
討 した。その結果 動作性知能,動 作模倣能力,ジ ェスチャー理解力がある程度保たれた事例で
あれば,訓 練によって若干のジェスチ ャーの獲得は可能であるが,実 用化するまでには至 らない
ということが明 らか となった。そ して,実 用的なジェスチャーが獲得 されるためには,言 語理解
力が一定程度 に保たれていることが必要条件 となる可能性が示唆 された。
第6節 においては,カテゴ リー化の能力の障害が認め られた健忘失語の1事 例 の行動を分析 し,
その結果,失 語症における象徴機能障害は,対 象の知覚 と言語化の両者に関わ る高次のレベルに
おける"選 択"の 問題であることが示唆された。
第3章 においては,象 徴機能 の問題を発達的な視点か ら検討 した。第1節 では,健 常児76例を
対象として象徴遊びの評価法であるSymbolicPlayTest(SPT)を実施 し,こ のテス トが 日
本の幼児に適用可能かどうかを検討 した。その結果,SPTは 日本の幼児において も象徴遊びの
評価 に有効である ことが明 らかとなった。
第2節 は,8名 の発達障害児 を対象 として,SPTを 用いて象徴遊び と言語発達 との関係 を検
討 した。その結果 言語発達遅滞児においては,SPTの 発達年齢 と発語,言 語理解 の発達年齢
は対応することは少なく,象 徴遊びの発達にも遅れが見 られ ることが多いものの,概 して言語発
達よ りも象徴遊びの発達の方が良好であることが明 らかとなった。
第3節 では,18名の発達障害児を対象 とし,言語獲得 と前言語的コミュニケーシ ョン行動 との
関係について検討 した。その結果,語 理解の成立には"指 さし","模倣","象徴遊び"の3つ の行
動カテゴ リーが関係することが明 らか となった。
次 に,第4節 においては,学 童期の発達障害児におけるジェスチャー能力について検討 した。
養護学校に在籍する知的障害児58名に対 し,S-S法 言語発達遅滞検査を実施 し,分 析 した。そ
の結果,ジ ェスチャー表現の成立には,動 作スキル,複 数の表象間の対応づけ,内 的な表象操作
に関係する能力が十分安定 して成立 していることが必要な条件 となる可能性が示唆 された。
さらに,加 齢はジェスチャー能力にいかなる影響を及ぼす のだろうか。 この点について検討す
るため,第5節 においては,高 齢者群37名,青年群30名の被験者 に対 し事物をジェスチャーで表
現する課題 を実施 した。高齢者群 と青年群の成績 を比較す ると,高 齢者群は青年群 に比べ,成 績
が有意に低 く,そ れは特に,い かに的確 に事物を表現するか,と いうことが要求される質的評価
項 目で顕著であった。 この結果か ら,何 をどのように表現するか,と いうプ ランニングの能力は
加齢 とともに低下す る可能性が示唆された。
以上の研究全体から,ジ ェスチ ャーや象徴遊びな どの象徴機能に基づ く行動は,音 声言語 と共
通の認知的基盤 を持つ と考え られ,特に言語能力と強い関係 を持つ ことが明 らか となった。また,
象徴機能 という視点か らのアプローチは障害児 ・者の前言語的コミュニケーシ ョン行動の補償 に
お いて有効であることが示唆 された。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
コミュニケー ションの障害の捉え方 とその補償や支援についての考 え方は,こ こ!0年余 りの間
に,大 きな変貌 を遂げた。従来の,音 声言語機能の障害を改善することを主な目的とす る機能訓
練的パ ラダイムに替わ り,コ ミュニケーション能力の拡大 というパ ラダイムが台頭 してきたので
ある。現在,AAC(AugmentativeandAlternativeCommunication:拡大 ・代替 コミュ
ニケーシ ョン)と 呼ばれる新 しい理念が,世 界で大きな注 目を集めている。 しか し,そ の心理学
的基礎づけは十分なされているとは言えない。
本研究は,AACの 問題を象徴機能の問題 に着 目し,解 明しようとした点で従来 にない新 しい
視点 を持っている。
第1章 では,象徴機能 とその発達及び障害 についての文献研究 を行った。発達心理学領域では,
主に"象 徴機能遊び",神経心理学領域では,"ジェスチ ャー機能"を 中心に考察 した。そ して発達
障害 においては"象 徴遊び",失語症においては"ジ ェスチ ャー"が 象徴機能障害の構造 を解 明す
るうえで,ま たコミュニケー ション能力をどう補償するか と言 う点から重要で あることを考察 し
た。 このような文献研究は,従 来にない極めてユニークな視点を持っていると評価できる。
第2章 では,失 語症者に対するAACと してのジェスチャーの活用効果,ジ ェスチャー障害の
構造,改 善過程,象 徴機能障害 との関係 を解明す ることを目的 とし,失 語症者!0例を対象 にした
アクションリサーチを行った。1・2節 の2事 例か ら,ジ ェスチャーの使用が音声言語機能 の改
善を支える可能性が示唆 されている。 ジェスチャーが代替コミュニケーシ ョン手段 になるだけで
な く,音 声言語機能 の改善をも促進するという知見 は,障 害 された音声言語機能に対する直接的
訓練 とい う従来の枠 を越えた,失 語症の言語訓練 に新 しい可能性 を示 し,こ の言語領域 の障害補
償に対する新展望を示 している。3・4節 の2事 例 では,ジ ェスチ ャー障害を併せ持つ失語症者
に対するコミュニケーシ ョン支援方法 としてジェスチ ャーを活用することを目的 とした訓練 を行
った。その結果 ジェスチャー能力は訓練によって改善 し,そ の改善過程 に順序性があることを
示 した。また,失 語症者のジェスチャー障害が表現 のプランニ ングに関わる象徴機能の問題であ
る可能性を示唆 した点は,高 く評価できる。
5節では,全 失語症者5事 例を対象にしてジェスチャー訓練 を実施 し,効 果 を検討 した。その
結果,実 用的なジェスチャーが獲得されるには,一 定程度の模倣や言語理解力が必要であること
を明 らかに した。AACの 適用条件は未解明な問題であり,こ のような知見は貴重なものである
ということができる。
第3節 では,象徴機能の問題を発達的な視点か ら検討 している。健常児76名を対象に象徴遊びの
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評価法であるSymbOlicPlayTest(SPT)を実施 し,日 本における適用 の可能性を検討 し,
可能性がある ことを明 らかにした。第3節 では発達障害児18名対象にして,言 語獲得 と前言語的
コミュニケーシ ョン行動の関係 を検討 し,語理解の成立 には,"指さし","模倣","象徴遊び"の
3つの行動カテゴ リーが関係することを示 した。 これ らの研究は,言 語発達に遅れ を示す子 ども
の言語獲得 に関る条件を示 している点で,発 達臨床領域 において意義がある。
第4節 では,学童期 の発達障害児で養護学校在籍児58名に,S-S法 言語発達遅滞検査を実施 し
た。そ の結果 ジェスチャー表現成立には,表象操作に関する能力が安定 して成立す ることが条件
である可能性を示唆 した。 これもAACと してのジェスチ ャーが可能 になるための条件を示す研
究であ り,S-S法 という条件が統制されたもとで明 らか にしたことは意義があると考 えられ る。
第5節 では,失 語症におけるジェスチャー能力の低下が加齢 という要因と関わって いるか とい
うことを検討 した。そのため高齢者37名,青年30名に対 し事物をジェスチャーで表現する課題 を
実施 した。その結果プ ランニングの能力は加齢 とともに低下す る可能性 を示唆 し,ジ ェスチ ャー
をACCと して適用する際の留意点を示 した。
本研究は,コ ミュニケーシ ョン障害 における象徴機能の補償 をAACの 視点か ら研究 した,我
が国でも希有の研究であ り,この領域では世界的にみても極めて新 しい研究である と評価できる。
視点の新 しさと失語症 ・健常児 ・発達障害幼児 ・発達障害児童 ・高齢者 ・健常青年を対象にして
象徴機能 を検討 した点でも類を見ない研究 と思われる。アクシ ョンリサーチで発見 した象徴機能
とジェスチャーに関す る多 くの新 しい事実を従来の象徴機能の各種定義 を乗 り越 えて再定義する
まで には至 らないが,障 害補償領域ばか りでなく,発 達心理学や神経心理学領域 に与える知見の
意義はあると思われる。また単一事例研究法か らいえば条件統制が不十分であるが,臨 床場面 と
倫理的問題の制約の中で,新 しい,知 見 を生産 した点は評価できる と考 えられ る。
本論文 には,前 述のよ うに残 された課題 は存在するが,障 害領域の臨床家にとって も指導指針
として役立つものであ り,こ の研究成果は斯学の発展に寄与するところが大きいと考え られる。
よって,博 士(教 育学)の 学位を授与するに適当と認める。
教31
